
令和２年度　福祉のまちづくり研究所企画運営委員会　【追跡評価】

1 モーションパラメータ応用技術開発 ・着実に成果を上げ、県の取組に効果的に貢献しており、今後の本研究所の取組み課題とも
連動し、今後の県の施策への反映も期待したい。
・高齢化が進展する社会状況において介護予防を目的とした実効的な方策の実践的研究と
して期待する。
・より広い高齢者の健康管理及び身体の衰えの事前予測により健康社会の構築に寄与でき
ると考える。
・高齢者の予防介護、特にフレイル対策にAI 技術を適用する先駆的な課題であり、数値化さ
れた指標をもとに種々の副次的効果を生み出している。
・AI 技術を実装する実用化に向けた問題点、課題を明確にして、新たな開発の礎になること
を期待する。
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